
 

 

 

 

 昨年度は「地域貢献の日」を設定し、日曜日を登

校日にして実施した「門松づくり」を、今年度は元

に戻し、新旧生徒会役員とボランティアの生徒の協

力で実施しました。 

 この門松づくりを中心となって指導されてきた

育成協の酒井さんは、前日（１６日）の午前中から

材料の調達のためにあちこちに行かれていたとの

こと。前日準備のための集合時間 13 時前には、だ

いたいの準備は終わられていました。 

 前日の準備で、たいへんだったのは竹切りとその

運搬でした。昨年度までの３年間は長崎外国語大学

の竹を利用させてもらいましたが、今年は虹が丘の

まめの木保育園さんにお世話になり、竹をいただき

ました。急斜面で注意しながらの作業となりました。

また、雨の中、私も何度も転び、作業着が泥だらけ

になりながらの作業となりました。PTA の方々に

も作業にご協力いただきました。雨の中で、たいへ

んでした。ありがとうございました。 

 また、この日は、ブリックホールで、長崎市 PTA

連合会のみらい・ふぇすたも開催されていました。

こちらの方に参加された PTA の皆様も、たいへん

お疲れさまでした。 

 

 さて、そんな前日があっての翌日、１７日（日）。

雪がちらつく中での門松づくりとなりました。冒頭

の三浦会長さんの話では、今回で２５回目になるの

ではないかとのことでした。地域の伝統行事になっ

ているなと感じたところです。 

 新旧生徒会役員とボランティアで協力してくれ

た生徒の合計２２名が集まってくれました。酒井さ

んからは、門松の由来や使用されている材料の理由

について話があり、その後、のこぎりやなたの使い

方について指導もありました。 

 １基ごとに、数名の大人の方々がつき、アドバイ

スやできないところは生徒といっしょになって作

業を行っていただきました。２時間程度で４基、門

松をつくりあげることができました。今年の生徒は、

センス良く門松を仕上げてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、横尾中学

校の正面玄関に１

対（２基）と、横尾

小 学 校 に も １ 対

（２基）が設置さ

れています。機会

があれば、出来栄

え を ご 覧 く だ さ

い。これで、気分も

一新し、新年が気

持ちよく迎えられ

そうです。 

 市内の小中学校

の中でも、長年継

続して「門松」を設置している学校は少なく、本当

に地域の皆様、PTA の皆様のご協力に感謝してお

ります。 

 また、この日は

１０時から「学び

の道」の整備作業

にも取り組んでい

ただきました。こ

れも雪の寒い中、

PTA の方々にたい

へんな中、作業をしていただきました。おかげさま

で手が回っていなかった学びの道の除草作業と、花

の苗植え作業ができました。生徒も気持ちよく登下

校できるのではないかと思っております。地域の

方々も、花々に目をやる方々もおられ、地域の方に

も喜ばれています。年末の忙しい中、作業に当たっ

ていただき、感謝いたしております。 

 

 今年の地域行事はこれで終了となります。来年も、

１月３日（水）には、横尾地区の「二十歳のつどい」

（於：ふれあいセンター）や、１月７日（日）には

鬼火だき（於：秋寄公園）が計画されております。

鬼火だきには、正月飾りなども燃やしますので、い

らなくなったお正月飾りなどは、当日秋寄公園にお

持ちください。これも新春の行事として、地域の

方々が継続して実施されている地域行事です。 
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